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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年10月18日(2012.10.18)

【公開番号】特開2011-30171(P2011-30171A)
【公開日】平成23年2月10日(2011.2.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-006
【出願番号】特願2009-206918(P2009-206918)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｋ  19/0175   (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  19/0948   (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  19/094    (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  23/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｋ  19/00    １０１Ｆ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｊ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０３Ｋ  19/094   　　　Ｂ
   Ｈ０３Ｋ  19/094   　　　Ｃ
   Ｈ０３Ｋ  23/44    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月5日(2012.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のトランジスタ乃至第９のトランジスタと、第１の入力端子乃至第５の入力端子及
び出力端子を有し、
　第１の電源線乃至第６の電源線と電気的に接続され、
　前記第１のトランジスタは、第１の電極が前記第１の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第９のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
４の入力端子に電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタは、第１の電極が前記第２の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第９のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
４のトランジスタのゲート電極に電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタは、第１の電極が前記第１の入力端子に電気的に接続され、第
２の電極が前記出力端子に電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタは、第１の電極が前記第３の電源線に電気的に接続され、第２
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の電極が前記出力端子に電気的に接続され、
　前記第５のトランジスタは、第１の電極が前記第４の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前記第４のトランジスタのゲート電極
に電気的に接続され、ゲート電極が前記第４の入力端子に電気的に接続され、
　前記第６のトランジスタは、第１の電極が前記第５の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前記第４のトランジスタのゲート電極
に電気的に接続され、ゲート電極が前記第５の入力端子に電気的に接続され、
　前記第７のトランジスタは、第１の電極が前記第５の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第８のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
３の入力端子に電気的に接続され、
　前記第８のトランジスタは、第２の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前
記第４のトランジスタのゲート電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第２の入力端
子に電気的に接続され、
　前記第９のトランジスタは、ゲート電極が前記第６の入力端子に電気的に接続されてい
ることを特徴とするパルス出力回路。
【請求項２】
　第１のトランジスタ乃至第９のトランジスタと、第１の入力端子乃至第５の入力端子及
び出力端子を有し、
　第１の電源線乃至第６の電源線と電気的に接続され、
　前記第１のトランジスタは、第１の電極が前記第１の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第９のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
４の入力端子に電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタは、第１の電極が前記第２の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第９のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
４のトランジスタのゲート電極に電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタは、第１の電極が前記第１の入力端子に電気的に接続され、第
２の電極が前記出力端子に電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタは、第１の電極が前記第３の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記出力端子に電気的に接続され、
　前記第５のトランジスタは、第１の電極が前記第４の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前記第４のトランジスタのゲート電極
に電気的に接続され、ゲート電極が前記第４の入力端子に電気的に接続され、
　前記第６のトランジスタは、第１の電極が前記第５の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前記第４のトランジスタのゲート電極
に電気的に接続され、ゲート電極が前記第５の入力端子に電気的に接続され、
　前記第７のトランジスタは、第１の電極が前記第５の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第８のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
３の入力端子に電気的に接続され、
　前記第８のトランジスタは、第２の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前
記第４のトランジスタのゲート電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第２の入力端
子に電気的に接続され、
　前記第９のトランジスタは、ゲート電極が前記第６の入力端子に電気的に接続されてお
り、
　前記第１のトランジスタ乃至前記第９のトランジスタは、酸化物半導体を用いて形成さ
れていることを特徴とするパルス出力回路。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記第１の電源線の電位は、前記第２の電源線、前記第３の電源線、前記第４の電源線
、前記第５の電源線、及び前記第６の電源線の電位より高いことを特徴とするパルス出力
回路。
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【請求項４】
　請求項３において、
　前記第５の電源線の電位及び前記第６の電源線の電位は、前記第１の電源線の電位より
低いことを特徴とするパルス出力回路。
【請求項５】
　第１のトランジスタ乃至第１３のトランジスタと、第１の入力端子乃至第５の入力端子
及び第１の出力端子乃至第２の出力端子を有し、
　第１の電源線乃至第９の電源線と電気的に接続され、
　前記第１のトランジスタは、第１の電極が前記第１の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第９のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
４の入力端子に電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタは、第１の電極が前記第２の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第９のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
４のトランジスタのゲート電極に電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタは、第１の電極が前記第１の入力端子に電気的に接続され、第
２の電極が前記第１の出力端子に電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタは、第１の電極が前記第３の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第１の出力端子に電気的に接続され、
　前記第５のトランジスタは、第１の電極が前記第４の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前記第４のトランジスタのゲート電極
に電気的に接続され、ゲート電極が前記第４の入力端子に電気的に接続され、
　前記第６のトランジスタは、第１の電極が前記第５の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前記第４のトランジスタのゲート電極
に電気的に接続され、ゲート電極が前記第５の入力端子に電気的に接続され、
　前記第７のトランジスタは、第１の電極が前記第５の電源線に電気的に接続され、第２
の電極が前記第８のトランジスタの第１の電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第
３の入力端子に電気的に接続され、
　前記第８のトランジスタは、第２の電極が前記第２のトランジスタのゲート電極及び前
記第４のトランジスタのゲート電極に電気的に接続され、ゲート電極が前記第２の入力端
子に電気的に接続され、
　前記第９のトランジスタは、ゲート電極が前記第６の電源線に電気的に接続され、
　前記第１０のトランジスタは、第１の電極が前記第１の入力端子に電気的に接続され、
第２の電極が前記第２の出力端子に電気的に接続され、ゲート電極が前記第３のトランジ
スタのゲート電極に電気的に接続され、
　前記第１１のトランジスタは、第１の電極が前記第８の電源線に電気的に接続され、第
２の電極が前記第２の出力端子に電気的に接続され、ゲート電極が前記第２のトランジス
タのゲート電極及び前記第４のトランジスタのゲート電極に電気的に接続され、
　前記第１２のトランジスタは、第１の電極が前記第９の電源線に電気的に接続され、第
２の電極が前記第２の出力端子に電気的に接続され、ゲート電極が前記第７のトランジス
タのゲート電極に電気的に接続され、
　前記第１３のトランジスタは、第１の電極が前記第７の電源線に電気的に接続され、第
２の電極が前記第１の出力端子に電気的に接続され、ゲート電極が前記第７のトランジス
タのゲート電極に電気的に接続されていることを特徴とするパルス出力回路。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載のパルス出力回路において、
　前記パルス出力回路は、第（ｍ－１）のパルス出力回路、第ｍのパルス出力回路、第（
ｍ＋１）のパルス出力回路、及び第（ｍ＋２）のパルス出力回路（ｍ≧２）を少なくとも
含み、
　クロック信号を出力する第１の信号線乃至第４の信号線を有し、
　前記第ｍのパルス出力回路において、
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　前記第１の入力端子乃至前記第３の入力端子は、前記第１の信号線乃至第４の信号線の
うち３本の異なった信号線と電気的に接続され、
　前記第４の入力端子は、前記第（ｍ－１）のパルス出力回路の出力端子と電気的に接続
され、
　前記第５の入力端子は、前記第（ｍ＋２）のパルス出力回路の出力端子と電気的に接続
され、
　前記出力端子は、前記第（ｍ＋１）のパルス出力回路の第４の入力端子と電気的に接続
されていることを特徴とするシフトレジスタ。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記第１の信号線乃至第４の信号線の各々は、順に１／４周期遅延したクロック信号を
出力することを特徴とするシフトレジスタ。
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